青明舎　フェイスシート

　平成19年　6月18日　　担当：原　佳伸

	入　所　者
	氏　名　　其田　淑子　様　　　　　男・女　　　　昭和12年11月26日生（69歳）

	
	住　所　〒グループホーム　あおぞら　　　　　　電話　23－4189

	
	病　　名
	非定型精神病
	合　併　症
	

	
	発症時期
	昭和46年7月頃（34歳頃）
	罹 患 期 間
	約35年

	
	入院回数
	11回
	延べ入院年数
	約17年11ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　川端Dr　）
	外来受診日
	水曜日（隔週）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（2級）

	経済状況
	年金
	障害厚生年金2級（　9万円　）

	
	その他
	（　　万円）

	障害程度区分
	区分2

	日中活動の場
	デイナイトケア

	住まいの場
	グループホーム　あおぞら

	利用年月日
	Ｈ　　年　　月　　日
	身長
	159cm
	体重
	70kg

	最終学歴
	五所川原高等学校卒業
	免許・資格
	特になし

	職　歴
	老人保健施設介護員、五所川原西北中央病院事務職、慶応大学北里記念医学図書館

其田芸能プロダクション
	

	保　護　者
	氏　　名　　　其田　道信　様　　　　　　　続柄　　兄　　（同居　・否）

	利用目的

・健康の自己管理を行いながら、現在の生活リズムを維持し継続する。

	入院・治療歴

	①　S46.7～S47.6　 八王子滝山病院　入院　　⑥　S57.7～S58.3　大阪府阪本病院　入院　　⑪H6.5～H11.9　青南病院　　入院
②　S50.10～S5.13　岩手県胆江病院　入院　　⑦　S58.3～S60.6　岩手県胆江病院　入院　　⑫H11.10～　　　　　〃　　　外来
③　S53.11～S53.12　　　　　〃　　　　　 　⑧　S60.8～S61.3　　　　　〃
④　S54.12～S55.3　 静岡県函南病院　入院　 ⑨　S61.10～H3.9　　　　　　〃
⑤　S53～S55.5　 　岩手県胆江病院　入院　　⑩　H5.12～H6.5　  岩手県南光病院　入院

	生活歴

ソウルで出世。S31.3高校卒業後、五所川原西北中央病院の事務として8年、S39から慶応大学北里記念医学図書館で勤務。S40.10結婚するが1年で離婚。S41次兄の経営している芸能プロダクションの手伝いをしていたがS46、精神変調をきたし八王子滝山病院入院。以後、奇行、興奮、暴力、幻聴、妄想みられ精神科へ9回の入退院を繰り返していた（S64～H3）。H512妄想、暴力行為著しいため岩手県南光病院へ入院（～H6.5）。その後長兄のいる八戸にて治療を行うため、H65より青南病院入院。退院後、H11.9.30から生活訓練施設青山荘へ入所。その後、GHへ入所しデイナイトケア利用中。

	家族構成



	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

両親は他界し、八戸市在住している長男との関わりのみで他の兄弟とは関わりはない。

長男は本人の年金管理をしており、生活費受取りのため月に1度兄宅へ出掛けている。兄からは毎度、生活費の使途について指導されている。精神科以外の科の受診料が増えているため嗜好品を抑えるようにと言われるとの事。




平成　19年　6月18日（月）

	氏　名
	其田　淑子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和12年11月26日（69歳）


	これまでの経過（前回評価日　H18年　5月15日）

	　現在、月・火・木・金はデイナイトケア利用し、水曜日は外来受診している。外来後、青明舎を利用している。また毎週水曜日はグループホーム訪問日である（8時30分頃）。

・GHでの生活

薬は飲み忘れることがないように自室のテーブルにセットしている。睡眠について、最近は夜中に目が覚めるとの事で、その後洗濯や入浴などを行う為、結局日中に眠気が強い状態である。

食事は保存食（ご飯・カレー）やよこまちストアで購入したお惣菜や簡単な料理をして済ませる。洗濯・入浴は定期的にGHで行っており保清は出来ている。ＧＨ内で役割分担している共同スペースの掃除は行うことが出来ているが、自室の掃除は出来ていない。本人も整理したいと思っているがなかなか出来ないと話している。

以前トラブルとなっていた富田氏とは、当たり障りのない会話をする事で問題なく過ごせている。淡路氏には何でも話せるようで頼りにしているとの事。

・健康管理

現在体重は70㎏（標準体重53㎏）。そのため体に負担がかかっており膝や足の痛みを訴えが多い。運動はデイナイトケアの通所やスーパーへ買い物に行く程度。

・金銭管理

　１ヶ月７万円での遣り繰りを目標にしているが現在の所、８万円～８万５千円ほどかかっている。（入居費・光熱費３万５千円、通院費８千円、食費３万円、たばこ代約１万円）。他受診料については月により増減有り。食費については朝食、週末に出掛けたときの外食代、間食代にかかっている。たばこは１日１箱吸っている為、月に９千円前後かかっている。

・保護者

　長男の道伸氏が腎機能の悪化で6/2（土）市民病院へ入院したとの事だが、6/11（月）に退院し自宅療養となる。現在、妻と二人暮らしをしており、姪っ子が面倒をみている（ホームヘルパー利用している）。其田氏本人の年金を兄が管理していることから、「また入院したらどうしよう。いざという時に取りにいけない」と不安になっている。

	長期目標（中期・短期）

	· 健康の自己管理を行いながら、現在の生活リズムを維持し継続する。




プラン計画者　氏名：　原　佳伸　　　

	問題点
	介入方法
	支援期間

	1 保護者について

※保護者が高齢のため
	· 保護者が高齢となってきている事から、面談を設け保護者変更について話し合いを行っていく。

· 年金管理方法についても話し合う。
	　　 ヶ月

	②金銭管理について
	・家計簿で支出内容を把握し、配分が大きい項目については使途の必要性について考えてもらう。月始めにその月の使途の配分をしてもらい、その都度相談、助言を行う。
	     ヶ月




修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室




仙台市








保護者　８１歳





大阪府





東京都





本人








